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第9号

放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害
を
認

め
ず
、
原
発
再
稼
働
と
戦
争
に

向
か
う
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
の

反
撃
で
あ
り
、
福
島
で
暮
ら
す

人
び
と
の
命
と
未
来
を
か
け
た

闘
い
で
あ
る
。

　
安
倍
へ
の
怒
り
を
激
し
く
燃

や
し
て
、
全
国
か
ら
４
年
目
の

３
・
11
福
島
に
集
ま
ろ
う
。

辺
野
古
強
行
の
姿
勢
が
あ
ら
た

め
て
露
わ
に
な
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
・
ゲ
ー

ト
前
や
辺
野
古
の
海
上
で
は
、

不
当
な
拘
束
や
逮
捕
を
の
り
こ

え
、
連
日
の
阻
止
闘
争
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。
全
国
の
職
場
や

学
園
・
地
域
で
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
阻
止
を
闘
お
う
。

言
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に

伴
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

の
海
底
投
下
で
、
サ
ン
ゴ
礁
破

壊
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
最
中

に
だ
。安
倍
政
権
の
沖
縄
圧
殺
・

　
中
谷
防
衛
相
は
３
月
３
日
の

国
会
で
、
名
護
市
辺
野
古
へ
の

新
基
地
建
設
に
つ
い
て
、「
沿

岸
部
の
埋
め
立
て
工
事
は
、
夏

ご
ろ
に
も
着
手
し
た
い
」
と
発

始
し
た
。
運
転
手
は
一
回
の
運

行
で
１
・
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
被
曝
す
る
と
い
う
。
Ｊ
Ｒ

東
は
安
倍
政
権
と
一
体
と
な
っ

て
、
労
働
者
や
住
民
に
被
曝
を

強
制
し
て
い
る
。

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
よ

う
な
、
非
常
に
高
い
線
量
を
示

す
。「
放
射
線
管
理
区
域
」
の

基
準
値
の
20
倍
30
倍
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
昨

年
６
月
の
常
磐
線
「
竜
田
駅
」

ま
で
の
運
行
再
開
に
続
い
て
、

１
月
末
か
ら
は
「
竜
田
～
原
ノ

町
」
間
の
バ
ス
代
行
輸
送
を
開

　
国
道
６
号
線
に
続
い
て
、
３

月
１
日
に
常
磐
道
の
開
通
が
強

行
さ
れ
た
。
安
倍
首
相
が
開
通

式
典
に
立
ち
会
っ
た
。
左
の
地

図
で
明
ら
か
だ
が
、
二
つ
の
道

路
は
、
爆
発
し
た
福
島
第
一
原

発
の
す
ぐ
横
を
通
る
。
６
号
線

で
は
毎
時
10
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
、
常
磐
道
で
も
毎
時
５
マ

帰宅困難
区域

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

福
島
第一原
発

福島県福島県
太平洋
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常
磐
道

10km

原
ノ
町
駅

竜田駅竜田駅

反原発3.11福島行動へ！
正午、郡山市民文化センター・大ホール／集会後、JR郡山駅までデモ行進

第一原発のすぐ横を通る国道６号と常磐道

車中の線量

道路脇の線量表示

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、

常
磐
線
・
水
郡
線
に
関
わ
る
国

鉄
水
戸
動
力
車
労
働
組
合
（
動

労
水
戸
）
は
、
被
曝
労
働
の
強

制
に
反
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を

闘
っ
て
い
る
。
こ
の
闘
い
は
、

■再稼働、戦争、首切り、もうたくさんだ／怒り
を力にたちあがあろう、つながろう／3.11 反
原発福島行動／主催：3.11 反原発福島行動実
行委員会（fukushimaaction.blog.fc2.com）
■被曝労働拒否をたたかう動労水戸支援共闘
結成集会／３月15日（日）午後１時～、オー
ラム（台東区上野1-26-2）

1100名が参加した昨年の3.11福島行動

被
曝
強
制
許
す
な
動
労
水
戸
を
支
援
し
よ
う

「
埋
め
立
て
、夏
ご
ろ
」防
衛
相

許
す
な
辺
野
古
新
基
地
全
国
で
闘
争
を



と
し
て
い
る
の
は
、
機
雷
掃
海
を

口
実
に
し
た
戦
争
参
加
で
あ
り
、

米
軍
防
衛
を
名
目
に
し
た
武
力
行

使
で
あ
る
。

　「
存
立
事
態
」
と
は
「
わ
が
国

の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
」
と

さ
れ
る
が
、
政
府
に
よ
っ
て
い
か

よ
う
に
で
も
解
釈
さ
れ
て
し
ま

う
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
強
行
し
た
米

政
府
も
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の
大
量

破
壊
兵
器
保
有
は
“
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
存
立
事
態
”
と
し
た
が
、

そ
れ
は
で
っ
ち
上
げ
だ
っ
た
。

　
近
代
の
侵
略
戦
争
は
、「
自
衛

の
た
め
」
と
称
し
て
支
配
層
の
利

益
の
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
。「
存

立
事
態
」も
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、

犠
牲
に
な
る
の
は
人
民
で
あ
る
。

い
な
い
」
と
う
そ
ぶ
い
た
。
今
は

考
え
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で

あ
っ
て
、「
安
保
関
連
法
が
制
定

さ
れ
れ
ば
、
安
倍
政
権
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
一
緒
に
ア
メ
リ

カ
の
『
イ
ス
ラ
ム
国
』
掃
討
作
戦

の
後
方
支
援
を
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
の
で
は
な
い
か
」（
半
田
滋
・

東
京
新
聞
編
集
員
）。

な
り
、
政
府
の
判
断
で
い
つ
で
も

ど
こ
へ
で
も
派
兵
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
安
倍
は
国
会
で
「
日
本
は
空
爆

に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
」「
有

志
連
合
へ
の
後
方
支
援
も
考
え
て

　
安
保
法
制
の
も
う
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
武
力
攻
撃
事
態
法
を
改

正
し
、
日
本
が
直
接
攻
撃
を
受
け

て
い
な
く
て
も
武
力
が
行
使
で
き

る
「
存
立
事
態
」
と
い
う
新
た
な

概
念
を
盛
り
込
む
こ
と
で
あ
る
。

　
安
倍
は
国
会
で
「
中
東
か
ら
の

原
油
輸
送
路
に
あ
た
る
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
に
機
雷
が
敷
設
さ
れ
、
わ
が

国
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
時
と
同

様
な
深
刻
・
重
大
な
被
害
が
及
ぶ

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
機
雷
掃
海

等
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
可
能

に
な
る
」
と
発
言
し
た
。

　
１
９
９
１
年
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ

の
掃
海
艇
派
遣
が
行
わ
れ
た
が
、

「
湾
岸
戦
争
」
終
結
の
確
認
を
し

た
後
で
し
か
自
衛
隊
を
出
せ
な

か
っ
た
。
し
か
し
安
倍
が
や
ろ
う

　
安
倍
・
自
民
党
は
２
月
７
日
、

「
憲
法
改
正
」
へ
の
行
程
表
を
う

ち
だ
し
た
。「
今
秋
の
臨
時
国
会

で
改
憲
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み
、
来

年
の
国
会
に
憲
法
改
正
原
案
を
提

出
、
参
院
選
後
の
臨
時
国
会
で
改

憲
発
議
を
目
指
し
、
２
０
１
６
年

末
に
も
国
民
投
票
を
実
施
す
る
」

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

　
す
で
に
、
国
民
投
票
に
か
け
る

改
憲
案
の
絞
り
込
み
も
行
わ
れ
つ

つ
あ
る
。
①
緊
急
事
態
条
項
と
②

環
境
権
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

条
文
の
新
設
で
、
①
は
戒
厳
令
に

よ
る
集
会
デ
モ
の
禁
止
、
②
は
環

境
保
護
を
国
民
の
義
務
に
す
る
と

い
う
も
の
だ
。
そ
れ
自
体
が
と
ん

で
も
な
い
内
容
で
あ
る
。

　
今
夏
、
安
倍
は
「
積
極
的
平
和

主
義
」
を
掲
げ
た
「
戦
後
70
年
談

話
」を
打
ち
出
す
。
改
憲
攻
撃
が
、

自
衛
隊
中
東
派
兵
の
策
動
と
重
ね

ら
れ
て
い
る
。
安
倍
の
思
う
が
ま

ま
に
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
。

久
法
」
と
は
、
特
定
の
こ
と
に
限

定
し
た
「
特
措
法
」
で
は
な
い
、

自
衛
隊
を
海
外
派
兵
す
る
た
め
の

恒
常
的
な
法
律
で
あ
る
。
こ
の
新

法
を
制
定
す
れ
ば
、「
イ
ラ
ク
特

措
法
」
な
ど
は
今
後
一
切
不
要
と

　
安
倍
政
権
は
、
昨
年
７
月
１
日

の
閣
議
決
定
に
対
応
し
た
法
整
備

（
法
改
正
お
よ
び
新
法
制
定
）
を

こ
の
国
会
で
行
う
。
３
月
末
ま
で

に
与
党
で
法
案
を
ま
と
め
、
４
月

統
一
地
方
選
後
に
提
出
す
る
と
い

う
。そ
の
概
要
が
左
の
表
で
あ
る
。

一
言
で
言
っ
て
こ
れ
は
全
面
的
な

戦
争
立
法
で
あ
り
、
絶
対
に
制
定

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。

　
安
倍
は
イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
に

よ
る
「
人
質
」
殺
害
事
件
を
利
用

し
て
、「
自
衛
隊
に
よ
る
邦
人
救

出
」
や
、「
多
国
籍
軍
へ
の
後
方

支
援
を
想
定
し
た
派
兵
恒
久
法
の

制
定
」
を
明
言
し
た
。「
派
兵
恒

安保法制阻止！
日本の中東参戦を許すな！

安保法制をめぐる政府提案（3/5現在）
集団的自衛権の行使（提案予定）
◆「存立事態」（仮称）を新設
　→武力攻撃事態法改正＋自衛隊法改正
日本の国際貢献（2/20,2/27提案）
◆海外でテロに巻き込まれた邦人の救出
　→自衛隊法改正
◆日本周辺以外でも船舶の強制検査
　→船舶検査法改正
◆周辺事態の概念廃止、米軍以外も支援
　→周辺事態法の抜本改正
◆他国軍の後方支援や復興支援
　→恒久法（一般法）の制定
◆PKOでの武器使用基準緩和
　→PKO協力法改正
グレーゾーン事態（2/13提案）
◆武装漁民などへの迅速対応
　→電話による閣議決定
◆米軍以外の艦船も防衛可能
　→自衛隊法改正
（３月５日の朝日新聞より）

派
兵
恒
久
法
た
だ
ち
に
中
東
へ「
後
方
支
援
」

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
機
雷
掃
海
も

「
存
立
事
態
」

「
来
年
に
発
議
、年
末
に
も
国
民
投
票
」

自
民
党
が
改
憲
日
程
を
公
表
／
国
家
緊
急
権
の
創
設
が
第一


